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統 計 早 見 表 （平成25年3月31日現在）

（水道） （水道）

給水人口 水源地 52箇所

給水普及率 （水道） 取水箇所 113箇所

配水施設 53箇所

（下水道）

処理区域内人口 （下水道）

普及率 （下水道） 浄化センター数 5箇所

水洗化率 ポンプ場数 37箇所

（水道） （水道） （水道）

有収率 水道水をおいしいと感じる

一日平均配水量 有効率 市民の割合 81.9%

1人1日生活用水使用量 229ﾘｯﾄﾙ 耐震適合性のある基幹管路 68.2%

（共通）

（下水道） （下水道） 上下水道局を信頼できると感じる

有収率 市民の割合 55.7%

一日平均処理量 管きょの耐震化率 30.5%

（水道） （水道） （水道）

導水管延長 44ｋｍ 水道会計支弁職員数 280人 地下水推定かん養量 566万ｍ
3

送水管延長 52ｋｍ 自然エネルギーの発電量 70千kwh

配水管延長 3,169ｋｍ （下水道）

導・送・配水管延長 3,266ｋｍ 下水道会計支弁職員数 189人 （下水道）

※管理者、再任用職員を除く 汚泥の有効利用率 31.8%

（下水道） 処理水の再利用量 824万ｍ
3

管きょの布設延長 2,468ｋｍ

247,136ｍ
3

93.4%

83.1%

86.5%

※水道の数値は国勢調査による人口及び世帯数を基準とし、集計・算出された人口及び世帯数をもとに算出したもの。
※下水道の数値は、住民基本台帳に記載されている人口（外国人を含む）をもとに算出したもの。

90.4%年間配水量

整備済面積

年間処理水量

219,066ｍ
3

90,205千ｍ
3

11,112 ha

79,959千ｍ
3

96.8%

94.1%

633,038人

692,456人

38,954 ha

318,719戸

行政区域面積

給水世帯数

給水戸数

292,921世帯
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Ⅰ　はじめに
１　熊本市の都市像 1

２　日本一の地下水都市 1

３　上下水道局の役割 1

Ⅱ　総括
１　熊本市上下水道事業経営基本計画 2
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